
加賀市片山津中学校
GIGA校内研修中間報告

〜成果・課題・今後の取り組み〜



年間計画でたてた目標

生徒

・全生徒がクラウドから情報を取り出したりカメラ機

能を使うなどして、クラウドを活用することができる

・全生徒がクラウドを用いた協働作業ができる

・全生徒がコンピュータを利用する際の情報モラル

やルールについて理解する

教員

・全ての教員がキーボード入力機能、カメラ機能、

ファイル共有機能について理解する

・全ての教員が情報モラル、情報セキュリティにつ

いて理解する

・半数以上の教員が生徒に 1人１台端末をつかわ

せて情報活用能力の育成や、言語能力の育成の

場面で授業に取り入れることができる



校内研修で行った主な内容（４月〜９月）

・ステージ１，２，３動画視聴

・ICT機器の活用方法についての情報交換

・情報モラルについての理解

・若手研修による授業動画作成（試聴会）



校内研修での成果



①GSuiteの使い方動画による教員の基礎能力向上

　普段からあまりICT機器にふれていない教員にとってとてもわかりやすい動画であった

　どのようなことができるかを知ることができた



②情報交換による端末機器使用回数増加↑↑

・調べ学習（インターネット、Youtube）

・小テスト（Google forms)

・アンケート作成（Google forms)

・振り返り（Google forms)

・レポート作成

（Google スライド, ドキュメント）

・意見共有（Jam board、GoogleMeet）

・協働制作（プレゼン）

情報交換ででた、生徒の使い方（授業中） 生徒の使い方（家庭含む授業外）

・調べ学習（インターネット）

・他校との情報交換 (Google Meet)

・動画解説視聴

（教科書、ワーク付属QRコード）

・eライブラリ（ラインズ）

・質問（Googleクラスルーム）

・宿題

・スクラッチ、テトリス、寿司打



情報交換ででたおもしろい使用例 総合での一人１つのプレゼンづくり



クラス個人発表→チーム協働制作学年発表



夏休みの宿題（進路学習、モラルチェック）







生徒レポート（スライド）
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生徒作成物（アニメーション有り）





②情報交換による端末機器使用回数増加↑↑

・情報共有（Google クラスルーム）

・小テスト作成（Google Forms)

・教員、保護者アンケート（ Google Forms)

・アンケート集計（Google スプレッドシート）

・オンライン朝礼（Google　Meet)・オンライン始業式、オンライン選挙演説

・チエルによる情報確認

・匿名意見収集（メンチメーター）

・不登校生徒への個別対応（ Googleクラスルーム）

情報交換ででた、教員の使い方





始業式・選挙



生徒会によるCBルール決め
（他校と交流）



メンチメーターを使った道徳



アンケートファイルわけ



③情報モラルについての知識少し向上



ICT支援員さんにつくってもらった情報モラルについて資料



ICT支援員さんによる動画作成講
座



④若手教員の動画作成能力の向上

　教員歴１〜１０年の教員（９名）が２チームにわかれて授業動画作成を行った

　苦手な分野克服動画や、受験に向けた解説動画などを作成することができた。

使用したアプリケーション等

・MicrosoftPowerPoint

・iPhone（iMovie、VUE）

・Googleプレゼンテーション

・ビデオカメラ



課題



校内研修からの課題

・GSuiteの解説動画をみたが、みただけで理解できる人が少ないこと

・情報モラルについての情報で学校で使う場合とその他の場合で違うなど難しいことが

多く、それを生徒に伝えるのが難しいこと

・動画編集では、クロムブックよりもMicrosoftPPを使うことや私物のiPhoneなどで作業

したほうが便利であったこと



その他の課題

・市で統一していれられたチエル（教育支援サポート）での共有が

　難しい（生徒が許可を毎回押さなければいけないため）

・充電器のセットが難しい

・富士通タブレットとクロムブックの混在、教員側のタブレットが足りないこと

・MicrosoftからGSuiteへの互換性の不具合

・設定画面の規制がかかっているため、カメラの不具合などをすべて郵送でなおしてもらい１ヶ月ほど返っ
てこない）

・授業中の一斉につかうとき回線が重い（動画視聴やクラスルームに入るとき）

・ツイッター、tiktok、facebookなどのSNSがみれること（制限がかかっていない）



今後の取り組み



①とにかくICTに教員がふれる機会を増やす
②管理職や教務からの指示で強制的に
　１人１台端末を用いて授業するようにいう
③情報モラルについてレポート作成の場で毎回
　教員側が生徒に伝える
④若手教員が他の教員に動画作成のレクチャーを
　行い全教員が動画作成できるようになる
⑤生徒がクラウドを積極的に使うように授業での
　課題を工夫する

ご清聴ありがとうございました！

⑥オンラインでの授業配信（単元ごとの動画作成）

⑦不登校生徒へのオンライン対応

⑧総合学習で、生徒によるアプリ、ホームページ、動画作成


